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希少水生生物保全事業(平成 24年度/国庫委託)

一環境改善によるミヤコタナゴの増大効果の検証一

綱川孝俊・高木優也

吉田豊・久保田仁志

目的

栃木県内で唯一のミヤコタナゴ自然生息地(以下， A

生息地)を長期的に存続させるためには，生息地環境の

質を高めていくことが必要である。そのため，本種にと

って重要な環境条件を明らかにし，環境改善手法を確立

することが急務となっている。

2011年，ミヤコタナゴ稚魚の生息環境条件に基づき

上流部の一部区間で環境改善を実施したところ，改善区

で多くの稚魚が観察され，上流部の生息数も増加した

1) 2)。そこで，本年は環境改善を行った場所が稚魚の生

息環境としてどの程度維持されていたのか生息環境評

価モデルを用いて，環境改善の持続性を検証した。さら

に環境改善の効果による生息数の増大効果について考

察した。

本報告は，水産庁希少水生生物保全事業の一環として

実施した。調査は文化財保護法に基づく現状変更許可を

得て行った。

材料および方法

調査地 A 生息地は栃木県南東部に位置する農業用

水路で，ため池を水源としている。ため池直下の上流部

は林聞を，中~下流部は谷津田の聞を流れている。平均

流れ幅は約 1mで，流程のほとんどが土水路となってい

るが，下流部の一部がコンクリート化されている。上-

中流部には，複数の堰が存在しており，魚類および二枚

貝の移動を阻害している。

生息数調査 A生息地における環境改善による生息

個体数の変化を明らかにするために，環境改善前，環境

改善後の2011年および2012年の推定生息数の比較を行

った(調査方法は p.17参照)。また， 20日年と 2012

年に採捕した個体から鱗を採取し，年齢を査定した。稚

魚 (0年魚)の個体数を推定するため，採捕したミヤコ

タナゴに占める稚魚 (0年魚)の割合を算出した後，そ

の値を推定個体数に乗じて稚魚の推定個体数を導き出

した。

改善環境の持続性の検証 稚魚の生息環境評価モデ

ルを用いて， 2011 年 5 月 27 日 ~2012 年 6 月 12 日(原

則として毎月 I回)の期間の水路上流部から 140mの範

囲に 10m間隔で設定した 15の調査区(改善区:5区，

改善なし区:10区) 2)における稚魚の生息環境の評価

を行った。

結果

生息数調査 生息数が減少していた上流部の個体数

は，繁殖補助 3)を実施した翌年2009年には推定 63個

体に増加したが， 2010年には推定ができないほどに減

少した。しかし，環境改善後の2011年から 2012年には

それぞれ推定90個体，推定 127個体にまで増加した。

また，生息地全体における個体数は， 2009-2012年に

かけて推定200個体前後を維持した(図1)0 2011年と

2012年の採捕個体の鱗から年齢査定を行ったところ，

概ね全長43mmを基準に稚魚 (0年魚)と 1年魚以上を

区別できることが分かつた。 l年魚以上の個体のうち，

雄では70.8%が1年魚，29.2%が2年魚で、あった。一方，

雌では， 1年魚が 92.9%と大部分を占め， 2年魚は7.1%

と少なかった。全長 43mm以下を稚魚とし， 2011年と

2012年の採捕個体に占める稚魚の割合を算出したとこ

ろ，環境改善を行った上流部(上流端から 140mの範囲)

ではそれぞれ 71.1%， 91.7%と高く，一方，環境改善を

行っていない下流部では，それぞれ 33.3%，31.3%と低

かった。稚魚の割合を推定個体数に乗じて上流部におけ

る稚魚の推定個体数を算出したところ， 2011年は推定

64個体， 2012年は推定116個体と増加した。

改善環境の持続性の検証 改善環境は，改善前に比べ

稚魚の生息確率が高くなり，特に上流端から 120mの区

で顕著であった。一方，上流端から 90mの区では，改

善から 1週間後には掘削した河床が埋まり，生息確率が

低くなった。しかし，前述の区を除く改善区の生息確率
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水深のある緩流部に隠れ場となる枝や枯草といった漂ミヤコタナゴの繁殖期(=稚魚が観察される期間)は，

流物の堆積が確認され，改善区が越冬場としても機能しに相当する 2011 年 5 月 ~9 月と 2012 年 5 月 ~6 月にお

ていたことが考えられる。年齢査定の結果， A生息地にいて平均34.3%と，改善なし区の平均20.9%に比べ高か

生息するミヤコタナゴの大部分が0年魚と l年魚であっった(なお， 140m地点の改善なし区は堰の存在により，

たことから，最も繁殖に寄与している年級は l年魚であ生息確率が高かったため平均値の計算から除外した)。

ると考えられ，稚魚の生残率の向上とそれに伴う繁殖親また，11月から 3月上旬の冬期の改善区における生息

魚の増加が A生息地における環境改善後の生息個体数確率は平均で 35.9%となり，繁殖期の値とほぼ同程度を

の増加に結びついたと考えられる。今後，本生息地にお示した。

いて個体群の維持・管理を行っていく上では，稚魚の生

息個体数の変動について注意深くモニタ リングしてい

くとともに，稚魚にとって好適な生息環境を維持・復元

するために生息環境評価モデ、ルを用いた定期的な環境

評価と環境改善を実施していくことが重要である。
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図 1

生日確率{目)
BR 改善前
AR 改善桂

生息確率が高いほミヤコタナゴ稚魚、の生息確率の変化図 2

ど，稚魚に適した生息環境が整っていることを示す

察考

生息環境評価モデルによる経時的な稚魚の生息環境

評価の結果からは，上流部の改善区の生息環境は稚魚が

観察された期間だけでなく，冬期~翌年の春まで好適な

生息環境が保たれていたことが示された。特に冬期には，
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農業水路における魚類の産卵・生育環境の把握ー

タナゴの産卵・成育環境ー (p15-16)

タナゴの保全に必要な知見である産卵環境や稚

魚の生息環境を把握することを目的に，タナゴが

生息する水路の物理環境を調査しました。その結

果，タナゴ、稚魚は水深が浅く，流速が遅い場所で

確認された一方で，産卵母員であるカワシンジュ

ガイは流速が速く，底質が軟らかい場所を中心に

みられました。これらのことからタナゴの保全に

はワンド部の設置とともに，カワシンジュガイが

好む環境を造成する必要があると考えられました。

また，これらを造成する際には，稚魚の生息場所

が産卵場所の下流に配置される必要があります。

希少魚を含めた水生生物の生息状況調査ーミヤコ

タナゴ生息状況調査一 (p17-18)

ミヤコタナゴの生息状況を把握するため県内 4

カ所の生息地において調査を行いました。羽田生

息地では 11年連続でミヤコタナゴが確認されま

せんでした。滝岡生息地では，泥上げ作業の際に

ミヤコタナゴ成魚 13個体と稚魚 3個体が確認さ

れたため，再生産しているものと考えられました。

A生息地では推定生息数が前年よりやや多い 218

個体となり，安定的な生息が確認されました。矢

板生息地では314個体のミヤコタナゴが確認され，

前年に比べ増加しました。今後もミヤコタナゴの

生息数の推移を注意深くモニタリングしていく必

要があると考えられます。

希少水生生物保全事業一環境改善によるミヤコタナ

ゴの増大効果の検証ー (p19-20)

自然生息地におけるミヤコタナゴの生息数増大

を図るため， 2011年に水路上流部において稚魚の

生息環境条件に基づいた環境改善を実施しました。

その結果，生息数が推定できないほどに減少して

いた上流部では，推定 90尾まで生息数が回復し，

2012年には推定 127尾に増加しました。鱗を用い

た年齢査定の結果からは，そのほとんどが稚魚で

あることが分かりました。また， 1年間にわたり

改善環境の環境変化を調べたところ，環境改善の

実施から約 1年間は稚魚にとって好適な状態が保

たれていました。このことから，環境改善によっ

て稚魚の生息場・越冬場が確保されたことが稚魚

期の生き残りを高め，翌年の繁殖親魚の増加に結

びついたものと考えられます。今後，本生息地に

おいて個体群の維持・管理を行っていく上では，

稚魚の生息数の変動について注意深くモニタリン

グしていくとともに，定期的な生息環境評価と環

境改善の追加的な実施を行っていくことが重要と

考えられます。

〔水産技術室〕

周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影

響の解明一中禅寺湖における放射性セシウム汚染

状況調査一 (p21-22)

中禅寺湖に生息する魚類の放射性 Cs汚染状況

を把握するために，放射性Cs濃度の推移を調査し

ました。ヒメマスの放射性Cs濃度は春~夏にかけ

て減少しましたが，秋から春にかけて停滞しまし

た。しかし，その他のサケ科魚類では明確な傾向

が確認されませんでした。また，ワカサギやコイ

科魚類については，今後検体数を増やして放射性

Cs濃度の推移を把握していく予定です。今後も中

禅寺湖の魚類については継続して放射性 Cs濃度

の動向を把握していきます。

周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影

響の解明ーアユにおける天然餌料からの放射性セ

シウム移行状況調査一 (p23-24)

アユの放射性 Cs汚染の現状を把握するために，

県内で採捕したアユの放射性 Cs濃度を調査しま

した。 2012年に実施したアユの放射性物質モニタ

リング検査では全ての検体において基準値

(lOOBq/kg-wet)を下回り，食品としての安全性

が確認されました。また，部位別の放射性Cs濃度

を調査したところ，胃や消化管内容物で比較的高

い放射性Cs濃度を示しましたが、胃や消化管には

泥が多く含まれており，これらの放射性Csは泥に

由来するものと考えられました。さらに，泥は消

化されずに排出されるため，アユが摂餌した放射

性 Csの大部分は吸収されずに体外へ排出されて

いると考えられました。
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